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【概要】 

 論文作成におけるポイントは何か？正確な

情報を正確に記載する、そのことは確かに重要

である。一方で、「明瞭に表現された誤謬は、

曖昧な正しさより、はるかに貴重なのである」

という見解もある(1)。明瞭に表現することが

いかに重要であるか。これまで多くの論文を書

き、査読し、改めてそのことを実感している。 

 明瞭な文章を書くにあたっての基本は、セン

テンスである。まずは、本学会で何度も強調し

てきたように、論旨をあいまいにする「が」の

使用は極力控え、より明確な表現にすべきであ

る。次に「考える」「思う」といった表現も極

力避けるべきである。こういう表現は meta-

discource （自己解説）と称され、論理的文章

に必要ではない(2)。その他、一つのセンテンス

が長くなった際の主語・述語の不一致の解消な

ど、センテンスを磨く努力は惜しむべきではな

い。 

 次に来るのが今回のテーマであるパラグラ

フ・ライティングである。パラグラフは一般に

段落とも訳され、書き手によって、両者の関係

のとらえ方は大きく異なっている。両者を同じ

ととらえる人、別物ととらえる人、さまざまで

ある。とはいうものの、英語圏等で用いられて

きたパラグラフ・ライティングは、論文作成に

おいて欠かすことのできない技術である。これ

によって冒頭に述べた、明瞭な表現技術が格段

に向上する。 

 今回の早朝セミナーではパラグラフ・ライテ

ィングの秘訣を紹介する。それと同時に論文の

イントロダクションの展開をいかに進めるべ

きか、考察のパラグラフ構成をいかに進めるべ

きか。これらのことについても触れ、参加者の

論文作成能力が向上するようなセミナーとし

たい。 
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【モーニングセミナー】


